
総
務
委
員
会
以
後
、
市
か

ら
新
た
に
全
協
に
示
さ
れ
た

点
は
以
下
の
通
り
で
す
。

＊
現
道
で
の
停
留
所
の
停
車

新
ト
ン
ネ
ル
を
利
用
し
た

区
間
運
行
時
間
が
示
さ
れ
、

12
月
か
ら
の
各
停
留
所
便
で

１
３
５
分
、
急
行
便
で
は
１

２
０
分
が
、
全
線
開
通
後
の

４
月
か
ら
は
準
急
、
快
速
と

な
り
、
１
０
５
分
、
95
分
に

そ
れ
ぞ
れ
変
更
と
な
る
案
で

す
。
４
月
か
ら
は
各
停
留
所

ご
と
に
留
ま
る
便
は
無
く
な

り
準
急
で
平
津
戸
、
門
馬
、

松
草
と
共
に
去
石
、
区
界
住

宅
前
、
区
界
、
飛
鳥
、
飛
鳥

口
が
通
過
停
留
所
に
な
り
、

30
分
の
時
間
短
縮
に
、
快
速

便
で
は
根
市
～
川
内
の
12
停

留
所
と
黒
沢
、
田
代
の
２
か

所
の
計
14
か
所
が
追
加
さ
れ

25
分
の
短
縮
計
画
で
す
。

新
ト
ン
ネ
ル
の
利
用
に
と

も
な
う
地
域
生
活
へ
の
影
響

対
策
と
し
て
市
は
、
盛
岡
市

と
協
議
を
継
続
、
現
道
の
ト

ン
ネ
ル
を
経
由
す
る
案
の
実

現
へ
盛
岡
市
と
合
同
で
バ
ス

会
社
に
申
し
入
れ
も
含
め
協

議
中
と
も
報
告
し
ま
し
た
。

市
は
各
停
留
所
の
停
車
が

可
能
な
路
線
の
維
持
を
基
本

に
バ
ス
会
社
に
準
急
と
快
速

本
数
割
合
「
４
便
対
８
便
」

を
「
５
便
対
７
便
」
へ
の
見

直
し
も
交
渉
の
余
地
に
残
す

考
え
で
す
。
ま
た
、
地
区
の

説
明
会
に
は
県
北
自
動
車
の

職
員
の
同
席
も
要
請
し
て
地

域
の
声
を
直
接
聞
け
る
よ
う

に
す
る
意
向
で
す
。

山
﨑
政
典
交
通
公
共
交
通

担
当
部
長
は
「
道
路
の
管
理

区
分
が
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、

除
雪
の
問
題
も
あ
る
」
な
ど

の
問
題
点
を
の
べ
、
多
田
康

企
画
課
長
は
「
総
務
委
員
会

で
指
摘
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
の
時
刻

表
も
資
料
に
補
足
し
た
」

と
説
明
し
ま
し
た
。
古
舘
彰

秀
議
長
は
交
渉
の
経
緯
等
、

こ
の
件
は
今
後
、
所
管
す
る

総
務
常
任
委
員
会
の
担
当
と

す
る
提
案
が
あ
り
、
了
承
し

て
全
協
を
閉
会
し
ま
し
た
。
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秋
の
有
名
な
草

花
と
い
え
ば
「
コ

ス
モ
ス
」
。
山
口

百
恵
さ
ん
の
「
秋コ

ス

桜
」
は
日
本
の
歌

モ
ス

百
選
に
も
選
ば
れ
た
名
曲
▼

元
の
タ
イ
ト
ル
は
「
小
春
日

こ

は

る

び

和
」
。
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
の

よ
る作

詞
、
作
曲
で
知
ら
れ
る
。

秋
の
陽
だ
ま
り
に
揺
れ
る
、

そ
の
花
を
背
景
に
、
涙
も
ろ

く
な
っ
た
母
の
咳
を
す
る
情

せ
き

景
か
ら
歌
は
始
ま
る
▼
嫁
ぐ

娘
と
、
送
り
だ
す
母
の
心
情

が
伝
わ
る
。
ア
ル
バ
ム
を
開

い
て
、
幼
い
こ
ろ
の
思
い
出

を
何
度
も
繰
り
返
す
と
言
う

部
分
に
、
そ
の
家
庭
の
人
生

が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
▼
品
が

ぎ
ょ
う
し
ゅ
く

問
わ
れ
る
が
、
凝
縮
と
言
え

ば
菅
総
理
の
国
会
答
弁
。
ウ

ソ
が
嫌
と
言
う
ほ
ど
散
見
す

さ
ん
け
ん

る
。
日
本
学
術
会
議
の
問
題

で
言
え
ば
、
そ
の
本
質
は
法

律
へ
の
理
解
▼
憲
法
と
学
術

会
議
法
へ
の
無
知
を
さ
ら
け

だ
し
て
恥
じ
な
い
。
国
家
公

務
員
の
任
命
権
を
盾
に
問
答

無
用
は
独
裁
政
治
。
法
の
解

釈
も
自
己
に
都
合
よ
く
変
更

す
る
。
元
の
政
治
が
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
で
は
底
が
知
れ
る
。

12
月
６
日
か
ら
新
区
界
ト
ン
ネ
ル
の
通
行
か
可
能
に
な
る
も
と
で
、
１
０
６
号
バ
ス

の
路
線
見
直
し
問
題
で
10
月
26
日
、
議
員
全
員
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

盛
岡
市
と
合
同
で
申
入
れ
等
を
検
討

総
務
常
任
委
員
会

骨
子
は
公
共
交
通
へ
の
支

援
、
避
難
所
の
感
染
防
止
、

財
政
運
営
の
３
点
で
す
。
公

共
交
通
へ
の
提
言
で
は
、
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
終
息
が
見
通

せ
な
い
中
、
利
用
促
進
策
と

事
業
者
の
実
態
に
即
し
た
支

援
策
を
求
め
て
い
ま
す
。
対

象
と
な
る
交
通
事
業
者
に
自

動
車
運
転
代
行
業
も
含
め
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。

公
共
交
通
全
体
へ
の
支
援

策
で
は
自
動
車
運
転
免
許
返

納
割
引
・
障
が
い
者
割
引
の

支
援
を
行
う
事
、
と
し
た
ほ

か
、
個
別
で
は
①
県
北
自
動

車
に
は
生
活
路
線
運
行
維
持

補
助
金
（
上
限
５
５
０
０
万

円
）
を
見
直
し
、
臨
時
交
付

金
等
の
活
用
で
生
活
バ
ス
路

線
を
維
持
す
る
②
三
陸
鉄
道

に
は
市
職
員
の
利
用
促
進
と

市
民
に
利
用
周
知
を
図
り
、

半
額
２
枚
切
符
の
延
長
を
働

き
か
け
る
③
タ
ク
シ
ー
協
会

宮
古
支
部
に
は
、
夜
間
営
業

（
現
在
は
中
止
）
へ
の
支
援

を
行
う
④
自
動
車
運
転
代
行

業
に
は
タ
ク
シ
ー
と
同
様
の

支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

観
光
宿
泊
施
設
等
緊
急
支
援

事
業
（
車
１
台
30
万
円
）
の

拡
充
を
行
う
事
を
求
め
て
い

ま
す
。

（
つ
づ
く
）

停
留
所
で
停
車
可
能
な
ダ
イ
ヤ
を

【問】公共交通政策でＪ

Ｒ山田線は利用しやすい

ダイヤが実現できたか。

【市長】ＪＲは民間なの

で、我々でこうしろとは

言えないのが第１点。需

要がないところには走ら

せられないのがＪＲの考

え。新幹線等との連動性

を確保できないのが主な

要因と思っている。

【問】市の事業ではイベ

ント対応の臨時列車の乗

車率が高く、好評だ。私

は、三鉄の相互乗り入れ

を取り上げ、市長も同じ

考えということだが、元

年度は具体的な動きはな

かったという理解でよろ

しいのか。

【市長】表面的には実行

されてないが三陸鉄道、

ＪＲ含めて、やっていこ

うとの話はしている。

【問】ＪＲは需要がない

というが都市間移動で県

北バスは年間30万人運ん

でいる。ＪＲはどうか。

【多田課長】利用者数は

８万8,000人ほどだ。

【問】利用促進の決め手

は、利用者への助成金、

ＪＲへの助成金も１つの

方法。膠着状態を一歩で

も打開するため市長の秘

策等や考えは。

【市長】県北自動車のよ

うに赤字の補填は今は、

やっていないが、イベン

ト列車等に補助を出し、

運行している。それ以外

には切符回数券等の補助

もしている。

快速列車の時間短縮を

【問】根本的な対策の軌

道改良にお金をかけなく

ても、途中の駅を省くだ

けで安全な速度で、時間

短縮が見込め、２時間を

切れるのでは。

【多田課長】区界から茂

市まで55キロ制限区間が

多く時短が見込めない。

【問】安全度も担保し、

構造上の問題も検証して

改善を望む。（完）

田中議員 実態を示し改善提起

山田線の利用促進策は

公共交通を担う宮古駅列車の様子

コ
ロ
ナ
禍
対
応
で
市
に
政
策
提
言

免
許
返
納
割
引
支
援
を

市
議
会
は
常
任
委
員
会
ご
と
に
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で

市
政
に
政
策
提
言
を
行
う
作
業
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。

総務委員会の内容を説明する松本委員長（左）

準
急
と
快
速
を
是
正


